
【
宇
和
盆
地
の
建
築
文
化
】

　

宇
和
島
藩
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
た
宇
和

盆
地
に
は
、
明
治
以
降
も
米
・
木
材
・
養
蚕
な

ど
の
生
業
地
と
し
て
豊
か
な
家
並
み
が
形
成
さ

れ
た
。
社
寺
な
ど
も
含
む
そ
う
し
た
建
築
群
を

下
支
え
し
た
の
が
、
俗
に
三
崎
大
工
と
か
半
島

大
工
と
呼
ば
れ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
ル
ー

ツ
は
佐
田
岬
半
島
で
あ
り
、
現
在
の
行
政
区
分

で
は
伊
方
町
や
旧
保
内
町
（
現
八
幡
浜
市
）
辺

り
も
含
ま
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

地
域
に
お
け
る
棟
札
の
悉
皆
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
事
例

を
追
う
中
で
、
そ
の
実
態
イ
メ
ー
ジ
に
迫
っ
て

み
た
い
。

【
国
重
文
・
開
明
学
校
】

　

明
治
15
年
に
竣
工
す
る
こ
の
擬
洋
風
校
舎
は
、

屋
根
裏
に
あ
っ
た
棟
札
に
よ
り
大
工
棟
梁
が
都
築

熊
吉
、三
崎
の
人
で
あ
る
。構
造
的
に
は
在
来
の
伝

統
工
法
で
は
あ
る
が
、開
放
的
な
ベ
ラ
ン
ダ
風
の

廊
下
や
ア
ー
チ
窓
意
匠
に
当
時
の
精
一
杯
の
洋
風

ア
レ
ン
ジ
が
見
て
取
れ
る
。他
に
も
、同
20
年
に
宇

和
で
最
初
の
警
察

署
、あ
る
い
は
同
32

年
に
歯
長
寺
本
堂
の

修
復
、ま
た
そ
の
周

辺
や
伊
賀
上
に
あ
る

数
軒
の
民
家
な
ど
、

明
治
の
初
め
か
ら
30

年
代
に
か
け
て
、熊

大
工
と
い
う
通
り
名

で
腕
の
良
い
評
判
の

棟
梁
と
し
て
伝
わ
っ

て
い
る
。

【
国
登
録
有
形
・
明
石
寺
】

　

明
治
15
～
23
年
に
か
け
て
本
堂
を
建
て
た
の

が
、亀
井
千
代
治（
伊
方
中
浦
）と
宇
都
宮
梅
太
郎

（
伊
方
川
永
田
）。地
蔵
堂
の
方
は
、同
35
～
42
年

に
か
け
て
清
水
太
三
郎
・
仙
次
郎
親
子（
伊
方
亀

浦
）。何
れ
も
、

宇
和
盆
地
の
気

候
風
土
に
配
慮

し
た
凍
害
対
策

と
思
わ
れ
る
石

州
赤
瓦
が
葺
か

れ
、本
堂
正
面

の
唐か

ら

は

ふ

げ

ぎ

ょ

破
風
懸
魚
に
は
鳳
凰
、左
右
の
木
鼻
に
は
獅

子
に
獏
な
ど
、賑
や
か
な
装
飾
が
印
象
的
に
眺
め

ら
れ
る
。地
蔵
堂
も
四
周
に
十
二
支
の
彫
刻
が
巡

ら
さ
れ
、彼
ら
の
彫
り
物
に
対
す
る
意
気
込
み
が

伺
わ
れ
る
。

【
石い

わ

き城
地
区
の
民
家
二
題
】

　

ま
ず
は
西
山
田
に
あ
る
河
野
虎
治
郎
家
。平
屋

の
近
代
和
風
建
築
に
当
た
る
こ
ち
ら
は
、棟
札
に

よ
れ
ば
明
治
38
年
５
月
２
日
に
上
棟
し
て
お
り
、

大
工
は
三
崎
村
字
井
野
浦
の
濱
上
平
治
郎
と
あ
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る
。後
に
八
幡
浜
に
出
て

数
々
の
近
代
建
築
を
手

掛
け
る
濱
上
建
設
の
ル
ー

ツ
か
と
思
わ
れ
る
。紙
幅

の
都
合
で
内
部
の
建
具
意

匠
な
ど
を
紹
介
出
来
な
い

が
、外
観
だ
け
で
も
明
り

取
り
の
欄
間
格
子
や
玄

関
脇
の
出
格
子
と
戸
袋

を
組
み
合
わ
せ
た
丁
寧
な

造
り
な
ど
に
、棟
梁
の
力

量
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

次
に
、岩
木
に
あ
る
菊

池
慶
次
郎
家
。こ
ち
ら
は

大
正
４
年
の
建
築
で
、前

述
の
明
石
寺
地
蔵
堂
を

手
掛
け
た
清
水
仙
次
郎

が
棟
梁
。か
つ
て
蚕
種
業

で
財
を
成
し
た
と
思
わ

れ
、軒
高
も
高
く
材
を
惜

し
ま
ぬ
造
り
に
。

　

明
石
寺
、河
野
家
、菊

池
家
に
共
通
す
る
外
観

と
し
て
屋
根
の
箱
棟
に
は

何
れ
も
双
竜
、三
崎
大
工

の
特
徴
と
言
え
る
か
も
知

れ
な
い
。

【“
三
崎
大
工
”を
深
掘
り
】

　

こ
の
よ
う
に
、佐
田
岬
半
島
を
く
く
り
と
す
る

技
術
集
団
が
宇
和
盆
地
に
お
け
る
建
築
文
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
大
き
な
理
由
と
し
て
、双
方
の
経

済
地
盤
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。半
島
域
は
平
地

に
乏
し
く
、米
が
生
活
基
盤
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、

大
変
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像

に
難
く
な
い
。そ
の
生
活
維
持
の
た
め
の
技
能
と
し

て
磨
か
れ
た
の
が
大
工
の
世
界
で
あ
り
、杜
氏
の
世

界
で
も
あ
っ
た
。あ
ま
た
の
三
崎
大
工
や
伊
方
杜
氏

た
ち
は
、こ
う
し
て
他
所
で
生
計
手
段
を
得
、そ
の

ス
キ
ル
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

似
た
よ
う
な
出
自
の
大
工
集
団
に
、長
州
大
工

と
い
う
世
界
が
あ
る
。山
口
県
周
防
大
島（
屋
代

島
）を
故
郷
と
す
る
彼
ら
は
、四
国
山
間
地
に
分

け
入
っ
て
数
々
の
寺
社
仏
閣
を
建
て
て
ゆ
く
。中
に

は
、龍
澤
寺（
城
川
町
魚
成
）を
建
て
た
岡
田
一
族
の

よ
う
に
地
元
に
土
着
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。東

和
町
誌
に
よ
れ
ば
、そ
の
技
術
的
ル
ー
ツ
は
大
島

と
周
防
灘
で
一
衣
帯
水
の
大
分
県
国
東
半
島（
密

教
文
化
）に
由
来
す
る
と
の
こ
と
。（
地
図
参
照
）

　

で
は
果
た
し
て
、半
島（
三
崎
）大
工
の
技
術
由

来
は
ど
こ
に
。こ
の
三
角
形
の
技
術
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
に
、と
て
も
強
い
個
人
的
興
味
を
覚
え
て
い

る
が
、現
在
佐
田
岬
半
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、地

域
の
棟
札
に
よ
る
デ
ー
タ
集
積（
平
成
26
年
に
調

査
報
告
書
刊
行
）を
元
に
、そ
の
情
報
収
集
に
余

念
が
な
い
。や
が
て
解
き
明
か
さ
れ
る
時
が
来
る

か
も
知
れ
な
い
。

※
参
考
・「
宇
和
の
人
物
伝
」宇
和
郷
土
文
化
保
存

会（
１
９
９
３
）、「
西
予
市
の
文
化
財
」西
予
市
教

育
委
員
会（
２
０
０
８
）

河野虎治郎家

トライアングルマップ

河野虎治郎家 棟札
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